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4月の出来事

●時　事

  1日  JR東日本、首都圏全駅の
　　   全面禁煙スタート

  3日  ねんきん定期便の発送開始、 
　　   社会保険庁

  5日  北朝鮮「ミサイル」発射

16日  08年度県中小企業融資、 
　　   最多380億円

●山梨県中央会ニュース

28日  第1回正副会長会議

5月の予定

19日  第2回正副会長会議、第1回理事会

¡1面  山梨の特産品の普及拡大へ新事業
　　 を準備中

¡3面  先行き見えない厳しい経営環境が
　　 続く（3月の景況）

¡4・5面   組合の様々な取り組みを紹介　
　　 　 （ACTIVE KUMIAI)

¡8面  中央会の新しい顔ぶれを紹介 
　　 組合士検定試験合格者の平山さん
　　 抱負を語る

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

写真提供：やまなし観光推進機構

　
本
会
で
販
売
員
等
を
確
保
し
て
、組
合
等
の

取
り
扱
う
特
産
品
を
県
外
ス
ー
パ
ー
、各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
直
接
販
売
し
、山
梨
の
特
産
品
の

普
及
拡
大
を
し
て
い
く
こ
と
を
計
画

　
本
会
で
は
平
成
18
年
６
月
に
観
光
部
を
設
置
以
来
、

産
業
観
光
の
推
進
な
ど
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
事

業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
本
年
６
月
か
ら
関
連
事
業

の
一
つ
と
し
て
組
合
等
の
取
り
扱
う
特
産
品
の
販
売

事
業
を
開
始
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
本
県
に
は
宝
飾
、織
物
、
家
具
、印
伝
、和
紙
等
を
は

じ
め
と
す
る
地
場
産
品
や
ワ
イ
ン
、
ほ
う
と
う
、
漬
け

物
な
ど
商
品
力
の
高
い
特
産
品
が
多
数
存
在
し
て
い

る
。

　
加
え
て
、
豊
か
な
自
然
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
桃
、

ブ
ド
ウ
、
す
も
も
等
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て

い
る
。

　
本
会
で
は
、
こ
う
し
た
優
れ
た
特
産
品
を
県
外
消

費
者
や
観
光
客
を
対
象
に
、
専
任
の
販
売
員
が
周
辺

県
に
出
向
く
な
ど
し
て
対
面
方
式
等
に
よ
り
販
売
し

て
い
く
も
の
。

　
こ
れ
ま
で
組
合
等
に
お
い
て
は
、
知
名
度
の
高
い

地
場
産
品
や
農
産
物
な
ど
商
品
力
の
あ
る
特
産
品
を

有
し
て
い
た
が
、
販
売
員
等
の
手
配
が
つ
か
ず
市
場

拡
大
の
機
会
を
失
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
、本
会
で
販
売
員
等
を
確
保
し
県
外
の
ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
こ
れ
ら
の

販
売
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
。
本
事
業
の
実
施
に
よ

り
組
合
に
お
け
る
共
同
販
売
事
業
の
活
性
化
に
も
効

果
が
出
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
、
販
売
の
前
提
と
し
て
特
産
品
の
掘
り
起
こ

し
も
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
は「
特
産
品
に
値
す
る

産
品
等
の
情
報
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」「
組
合
及

び
生
産
者
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」「
特
産
品
の
育
成

並
び
に
生
産
者
の
活
動
支
援
」等
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、販
売
活
動
と
と
も
に
山
梨
に
対
す
る
好
イ
メ
ー

ジ
の
宣
伝
を
行
い
、観
光
客
の
誘
客
促
進
な
ど
、本
会

観
光
課
の
推
進
す
る
産
業
観
光
の
拡
充
に
役
立
て
る

こ
と
も
目
的
と
す
る
。

　
本
会
で
は
平
成
19
年
度
末
か
ら
石
和
温
泉

（
協
）を
対
象
に
地
域
資
源
活
用
企
業
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、こ
の

ほ
ど
事
業
を
完
了
し
、山
梨
の
地
域
資
源
で
あ

る
ワ
イ
ン
を
活
用
し
た「
ワ
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
」を
中
心
と
し
た
プ
ラ
ン
を
と
り
ま
と

め
た
。

　
本
事
業
は
地
域
の「
強
み
」と
な
る
産
地
の
技
術
、農

林
水
産
物
、
観
光
資
源
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
取
り
組
む
中
小

企
業
に
対
す
る
地
域
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
。石
和
温
泉
を
対
象
と
し
て
、①
日
帰
り
温
泉
地

か
ら
滞
在
型
観
光
地
へ
の
転
換
②
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
、を
テ
ー
マ
と
し
て
現
地
調
査
、観
光
客
ニ
ー
ズ

調
査
、委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
に
よ
る
研
究
を
行

な
い
、以
下
の
様
々
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

●「
石
和
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」に
つ
い
て
は
、一
朝
一

夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
打
ち
出
し
、
地
域
全
体
の
お
も
て
な
し
の

心
を
醸
成
し
て
、「
ま
た
来
た
く
な
る
」「
友
達
に
勧

め
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

溢
れ
た
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

●「
ワ
イ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
し
て
、甲
州
市
や
他

の
市
町
村
な
ど
県
下
全
体
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
広

域
連
携
を
行
う
。事
業
と
し
て
、ソ
ム
リ
エ
や
ワ
イ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
ワ
イ
ン
講

座
の
開
催
な
ど
ワ

イ
ナ
リ
ー
情
報
の

充
実
・
強
化
を
図
る
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
石
和
ジ
ャ
ズ
」「
ワ

イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

「
ヌ
ー
ボ
ー
で
乾
杯
」

な
ど
。

●「
年
間
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て
、２
月
に
日
本
一

早
い
花
桃
、４
月
に
ナ
イ
ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
桃
の
花
、

５
・
６
月
に
夜
景
と
蛍
、７
・
８
月
に
花
火
と
鵜
飼
い
、

９
月
に
夜
景
と
ナ
イ
ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
、10
・
11
月
は

ナ
イ
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
、12
・
１
月
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
。

●
旅
館
組
合
と
し
て
全
国
で
最
初
に
取
得
し
た
「
温

泉
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
健
康
増
進
施
設
」
の
推
進

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
新
し

て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
募
集
を
行
う
。



中小企業タイムズ（2）第三種郵便物認可　平成21年５月１日（金曜日）

　
2
0
0
8
年
10
月
1
日
に
国
土
交
通
省
の
外
局
と
し

て
「
観
光
庁
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
外
局
の
新
設
は

2
0
0
0
年
7
月
1
日
の
金
融
庁
の
発
足
以
来
8
年
ぶ

り
で
あ
り
、2
0
0
1
年
1
月
の
中
央
省
庁
再
編
以
来

初
め
て
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
国
際
相
互
理
解

の
増
進
を
企
図
し
て
設
置
さ
れ
た
。「
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
」で
は
、基
本
的
な
目
標
が
5
つ
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、骨
子
は
そ
れ
ぞ
れ
、①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増

や
す
、②
日
本
に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数
を
増

や
す
、③
日
本
人
の
国
内
観
光
旅
行
に
よ
る
1
人
当
た

り
の
宿
泊
数
を
増
や
す
、④
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数

を
増
や
す
、⑤
国
内
に
お
け
る
観
光
旅
行
消
費
額
を
増

や
す
、と
い
う
も
の
で
、目
標
数
値
の
一
番
の
目
玉
は
、

2
0
1
0
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
1
0
0
0

万
人
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。計
画
の
対
象
期
間
は

5
年
間
で
、お
お
む
ね
3
年
後
を
目
途
に
見
直
す
と
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
の
は
、自

動
車
・
電
機
な
ど
の
も
の
づ
く
り
産
業
で
あ
っ
た
が
、世

界
同
時
不
況
か
ら
い
つ
回
復
す
る
の
か
が
予
測
で
き
な

い
中
、一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が「
観
光
」で
あ

る
。

　
確
か
に
、円
高
や
不
況
に
よ
り
、海
外
か
ら
の
観
光
客

は
短
期
的
に
は
減
少
し
て
い
る
が
、7
月
に
は
、制
限
付

き
で
は
あ
る
が
中
国
の
個
人
旅
行
の
解
禁
が
行
わ
れ
、

一
気
に
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
山
梨
県
は
、日
本
の
縮
図
で
あ
り
、高
齢
化
の
急
速
な

進
展
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、交
流
人
口
で
あ
る

「
観
光
客
」を
増
や
す
こ
と
、特
に
日
帰
り
客
の
約
3
・
5

倍
の
観
光
消
費
額
の
あ
る「
宿
泊
客
」を
増
や
し
、滞
在

型
観
光
地
化
を
図
る
こ
と
が
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の

起
爆
剤
と
な
る
。

　
4
月
1
日
に
は（
社
）や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
が
発

足
し
た
が
、県
内
全
体
を
連
携
さ
せ
山
梨
の
総
合
力
を

発
揮
し
て
施
策
を
推
進
す
る
と
い
う
。地
域
住
民
を
巻

き
込
み
、官
民
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
を
図
っ
て

行
く
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、そ
の
一
助
と
な
る
べ
く
寄

与
し
て
い
き
た
い
。

　通常総会が終わると、限られた期間内で事務処理（議事録の作成やや役
員改選を行えばそれに伴う書類作成など）が発生するため、組合の事事務
処理は多忙な時期を迎えます。
　遅滞なく事務手続きが完了できるよう、下図の〈通常総会終了後ののフ
ロー図〉を参考に適切な事務処理を行なってください。
　

●変更登記が発生していれば･･･

・登記事項〈名称、主たる事務所、事業、公告の方法、出資1口の金額、出資資払

込の方法、地区〉に変更が生じた場合は、所管行政庁の定款変更認可後22週

間以内に変更登記。

・代表理事の変更は、就任日から2週間以内に変更登記。

　　  代表理事は同一人物が留任しても変更登記が必要です。

●定款変更を行っていれば…

・所管行政庁に

　　①定款変更理由書

　　②定款変更条文新旧対照表　

　　③総会議事録の謄本��を提出

　　※議事録を提出する前に一度中央会にご相談下さい。

・所管行政庁への書類提出

　　①決算関係書類提出書(鑑)

　　②決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又又は

　　　損失処理案）

　　③事業報告書

　　④総会議事録の謄本

　　 所管行政庁へ決算関係書類の提出を忘れずにお願いします。怠りまます

　  と職権解散の対象となります。

・法人税･･･税務署

・法人県民税＋事業税･･･県税事務所

・法人市(町村)民税･･･市町村税務課

通常総会終了後のフロー図

注

注

~~~~~~~~~~~~

　全国中小企業団体中央会では、地球環境問題によるCO2削減推2

進及び現下の厳しい経済環境によるコスト削減推進の両面から、電
気・ガス・燃料代の経費削減が重要であるため、①CO2排出・省エネ
無料診断、②国内クレジット認証委員会への提出に向けた「CO2排
出削減事業計画」の無料策定支援、③審査費用の半額支援を実施し
ています。
　これまでの診断実績から診断件数が多いものをあげると、建物・
ビル診断のほか、①食料品製造業、②共同店舗、③電気・輸送機械器
具製造業、④家具製造業・⑤繊維業、⑥木材・木製品製造業、⑦旅館
業となっています。
　また、改正省エネ法により、省エネ措置の届出義務対象が拡大す
るなど、新たに組合関係者にエネルギー排出の現状を把握しておく
必要があります。
　既に省エネ診断を実施し、事業計画又は審査まで支援されるよう
なケースがありましたら、下記のホームページで、ご確認下さい。

■http://www2.chuokai.or.jp/hotinfo/20090126jcdm.html
■http://www.enecho.meti.go.jp/topics/080801/080801.htm

　現下の小規模企業を巡る厳しい実情を踏まえ、小規模事業者経営
改善資金（マル経）融資制度に関し、次のように拡充することといた
しました。

●平成21年4月1日　経済産業省

※役員改選（代表理事、副理事長、専務理事事

　等）を行った場合

通常総会開催 理事会開催

通常総会議事録の作成

(役員改選を行った場合)役員変更届出書・理事会議事録の作成

通常総会終了後、2週間以内に決算関係書類・事業報告書・通常総会

議事録を所管行政庁へ提出

事業年度終了後、原則2ヶ月以内に税務申告書類の提出・納税
~~~~~



データから見た業界の動き（平成21年3月分）

収益状況
2008年3月

景況感
2008年3月

売上高
2008年3月

2009年3月 2009年3月2009年3月

　本県の3月の景況は、全業種のDI値では、
売上高－78（前年同月比－40）、収益状況
－64（前年同月比－16）、景況感－78（前
年同月比－24）と、この数値からも景気悪
化に歯止めの掛からない状況が読みとれる。
　業種別で見ると、製造業のDI値では、売
上高－70（前年同月比－15）、収益状況は
－55（前年同月比－10）、景況感は－75（前
年同月比－20）。
　非製造業のDI値では、売上高－83（前年
同月比－56）、収益状況－70（前年同月比
－33）、景況感－80（前年同月比－27）と
なっている。
　季節的な要因により、わずかに売上げ
が伸びたとする一部業界があった以外は、
売上げ、収益の悪化、仕事量の減少、稼働
率の悪化などが報告の殆どを占めている。
　また、減退する一般消費に対して、低価
格競争が進んでいる実態に危惧する報告
が多く寄せられるとともに、製造業、非製
造業のそれぞれから「4月以降はさらに厳
しさが増す」とする見通しが寄せられて
おり、今後も逼迫する厳しい経営環境に
加え、先行きの見えない不安な状況が続
きそうだ。

減少
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42%
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不変
44%
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4%
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22%
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今
回
は
、業
界
に
お
け
る
資
金
繰
り

を
巡
る
動
向
、
金
融
機
関
の
問
題
点
、

地
域
金
融
の
実
情
等
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
聞
い
た
。
報
告
で
は
、
昨
年
10

月
末
か
ら
の
緊
急
保
証
制
度
や
経
営

支
援
の
緊
急
融
資
等
々
、様
々
な
施
策

が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
中
で
の
資

金
繰
り
や
金
融
に
関
す
る
現
状
と
実

態
に
つ
い
て
業
界
の
生
の
声
を
聞
き

取
る
こ
と
が
出
来
た
。業
界
の
声
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▼
木
材
・
木
製
品
製
造
／
当
業
界
を
は

じ
め
関
連
す
る
建
設
業
界
は
常
に

金
融
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。緊
急

経
済
対
策
は
「
絵
に
描
い
た
餅
」
と

見
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

▼
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）／
返
済
中
の

借
入
が
あ
る
う
ち
は
新
規
借
入
も

ま
ま
成
ら
ず
、絵
に
描
い
た
餅
の
状

態
。

▼
鉄
鋼
・
金
属
／
仕
事
が
な
い
た
め
、

経
済
対
策
資
金
を
借
り
入
れ
て
も

10
年
で
返
済
で
き
る
見
込
み
が
立

た
な
い
。今
の
と
こ
ろ
よ
く
対
応
し

て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

▼
一
般
機
器
／
21
年
2
月
か
ら
借
入

金
と
自
己
資
金
で
つ
な
い
で
い
る
。

返
済
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。

▼
電
気
機
器

▼

／
金
融
機
関
は
自
己
保

身
に
ま
い
進
し
て
る
様
に
思
わ
れ

る
。

▼
そ
の
他（
貴
金
属
）

▼

／
返
済
の
目
処

が
立
た
な
い
た
め
、融
資
申
込
は
控

え
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
。

▼
卸
売（
事
務
機
文
具
）
／
地
域
金
融

機
関
は
金
融
庁
の
新
し
い
指
導
に

よ
り
変
化
し
て
い
る
。赤
字
が
容
認

さ
れ
な
い
ル
ー
ル
下
で
は
雇
用
に

手
を
付
け
ざ
る
を
得
な
い
の
は
当

然
。

▼
卸
売（
衣
料
品
）
／
貸
し
渋
り
の
話

は
よ
く
聞
か
れ
る
。施
策
が
機
能
し

て
い
な
い
。

▼
小
売（
食
肉
）
／
実
質
的
に
は
審
査

基
準
は
現
状
ど
お
り
で
、追
加
融
資

等
に
よ
る
資
金
の
借
り
入
れ
は
厳

し
い
。

▼
小
売（
水
産
物
）
／
緊
急
経
済
対
策

は
当
業
界
で
は
全
く
そ
の
効
果
は

見
ら
れ
な
い
。金
融
機
関
の
対
応
は

従
前
と
変
わ
ら
ず
、あ
き
ら
め
感
が

強
い
。

▼
小
売（
石
油
）
／
全
国
石
油
協
会
に

よ
る
利
子
補
給
制
度
及
び
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
制
度
は
組
合
員

が
多
数
利
用
し
た
が
、保
証
協
会
に

よ
る
借
入
は
各
Ｓ
Ｓ
の
経
営
状
況

が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、申
し
出
が

な
か
っ
た
。

▼
建
設
業（
総
合
）
／
制
度
に
つ
い
て

の
周
知
不
足
の
感
が
あ
る
。建
設
業

は
金
融
機
関
に
信
用
度
が
低
く
、な

か
な
か
借
り
ら
れ
な
い
の
が
実
情
。

▼
建
設
業（
型
枠
）
／
多
く
が
資
金
繰

り
に
苦
慮
し
て
い
る
。金
融
施
策
に

つ
い
て
は
条
件
面
な
ど
の
わ
か
り

に
く
さ
で
敬
遠
す
る
会
社
も
多
く
、

金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
も
依
然
続

い
て
い
る
。

▼
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）
／
地
域
最
大
の

金
融
機
関
に
対
し
、中
小
企
業
向
け

の
対
策
資
金
の
申
し
込
み
を
し
た

が
、ま
っ
た
く
債
務
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
断
ら
れ
、
他
の
金
融
機

関
で
は
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。　

  

業
界
か
ら
一
言

 

■
製
造
業

■
製

●
食
料
品（
製
麺
）

●

／
原
材
料
の
小
麦

）
／

粉
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、販
売
価
格
値
上
げ
の
予
定
は
な

い
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
在
庫
が
袖

裏
で
急
激
に
増
加
。袖
裏
を
製
造
し

て
い
る
機
屋
が
完
全
ス
ト
ッ
プ
状

態
で
今
後
の
目
処
が
立
た
な
い
。産

地
の
機
屋
は
小
規
模
で
、家
内
労
働

の
た
め
に
休
業
補
償
制
度
も
使
え

ず
苦
し
い
立
場
に
あ
る
。

●
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）／
期
末
で
上

下
水
道
工
事
・
道
路
工
事
等
が
多
か

っ
た
た
め
、売
上
高
が
5
％
の
低
下

で
押
さ
え
ら
れ
た
。

●
窯
業
・
土
石
業（
生
コ
ン
）／
20
年
度

は
昨
年
度
と
比
べ
、総
出
荷
は
13
％

落
ち
。4
月
以
降
は
更
に
悪
化
と
予

測
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
現
在
、
10
日
の
稼
働

で
一
か
月
の
生
産
が
終
わ
る
状
況

で
、6
月
末
ま
で
に
取
引
先
の
在
庫

調
整
が
終
了
す
る
予
定
だ
が
、引
き

続
き
雇
用
調
整
と
時
短
を
行
っ
て

い
く
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
食
肉
）／
不
況
の
影
響
か
ら
、

低
価
格
商
品
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
、

相
場
も
安
値
で
推
移
。

●
小
売（
電
機
製
品
）
／
省
エ
ネ
ニ
ー

ズ
が
強
く
白
物
家
電
が
順
調
に
推

移
。省
エ
ネ
商
品
、オ
ー
ル
電
化
、リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
へ
の
業
態
変
化
を

進
め
て
い
る
小
売
店
あ
り
。メ
ー
カ

ー
の
製
造
ラ
イ
ン
が
4
月
か
ら
週

休
4
日
制
に
な
っ
て
い
る
た
め
、今

後
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
調
整
が
進
み
、

小
売
店
の
販
売
を
減
退
す
る
要
因

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
。

●
宿
泊
業
／
景
気
後
退
で
、宿
泊
は
も

と
よ
り
宴
会
・
婚
礼
な
ど
で
も
さ
ら

に
落
ち
込
み
を
予
想
。円
高
に
よ
り

海
外
か
ら
の
誘
客
に
苦
慮
。国
内
旅

行
動
向
は
、団
体
客
の
低
減
は
続
く

見
通
し
で
あ
り
、構
造
的
に
個
人
客

の
増
加
と
い
う
形
で
変
化
し
て
い

く
と
予
想
。

●
廃
棄
物
処
理
／
資
源
の
販
売
価
格

が
下
落
し
て
い
る
。排
出
企
業
は
処

理
業
者
の
選
択
に
慎
重
で
シ
ビ
ア

に
な
っ
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）
／
相
次
ぐ
計
画
物

件
の
中
止
、
延
期
、
規
模
縮
少
な
ど

の
影
響
か
ら
鉄
骨
需
要
が
大
幅
に

減
少
。
鋼
材
価
格
の
値
下
げ
、
受
注

競
争
の
激
化
に
よ
り
鉄
骨
価
格
の

値
崩
れ
で
加
工
費
の
確
保
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）
／
1
月
よ
り
大
阪
府

の
排
ガ
ス
規
制
が
始
ま
り
対
策
装

置
の
取
り
付
け
ま
た
は
新
車
へ
の

代
替
え
が
必
要
だ
が
、な
か
な
か
資

金
が
調
達
で
き
ず
大
阪
方
面
の
仕

事
は
断
る
会
社
も
出
て
き
て
い
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
3
月
と
し
て
は
、

こ
の
10
年
で
最
低
の
売
上
。高
速
道

路
料
金
が
大
き
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
メ
ー
カ
ー
、
特
に
半
導
体
部

門
の
輸
出
関
連
が
最
悪
。

●
そ
の
他（
介
護
）
／
4
月
は
3
年
に

1
度
の
報
酬
単
価
の
改
正
が
あ
り
、

需
要
の
減
少
と
労
務
費
比
率
上
昇

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、適
時
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

甲府ホテル旅館協同組合
ホームページ『甲府のたび』

業
界
の
現
況
は
？

　
当
組
合
で
は
、旅
館
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
等
、

様
々
な
形
態
の
ホ
テ
ル
が
組
合
員
と
し
て
加
入
し
て
い
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、旅
行
、出
張
、受
験
の
為
の
宿

泊
等
、お
客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
強
み
が
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、昨
年
秋
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

し
た
世
界
的
な
不
況
の
影
響
に
よ
り
、当
組
合
で
も
売
上
と
し

て
2
〜
3
割
程
度
減
少
し
ま
し
た
。影
響
の
内
容
と
し
て
は
、世

界
的
な
不
況
や
円
高
の
影
響
に
よ
る
海
外
旅
行
客
の
減
少
、企

業
の
工
場
閉
鎖
等
に
よ
る
出
張
の
減
少
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、少
子
化
に
よ
る
受
験
生
の
減
少
も
、少
な
か
ら
ず
当
組
合

に
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
ま
ず
は
、当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
強
化
で
す
。今
の
社
会
、

ネ
ッ
ト
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。私

た
ち
で
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
顧
客
獲
得
が
重
要
な
位
置

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、当
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、各
組
合
員
の
ホ
テ
ル
等
を
紹
介
す
る
た
め
、１
企

業
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製
作
が
困
難
な
企
業
で
も
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
比
較
的
安
価
で
製
作
で
き
、顧
客
獲
得
が
で
き
る
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、国
際
化
の
強
化
で
す
。今
も
進
ん
で
い
る
国
際
化

の
波
は
、も
ち
ろ
ん
ホ
テ
ル
業
界
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。そ

ん
な
中
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
サ
ー
ビ
ス
等
で
国
際
化
を
強
化
す

る
こ
と
は
、今
だ
け
で
な
く
、今
後
の
経
営
で
も
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、

当
業
界
は
設
備
投
資

等
に
非
常
に
お
金
が

か
か
る
業
界
の
た
め
、

先
を
見
据
え
た
投
資
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
対
応
し
た
サ

ー
ビ
ス
等
が
、
今
後

の
当
業
界
で
は
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
●
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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各種の資材等も販売された

　
甲
府
畳
工
業
協

同
組
合
（
河
村
昭
理

事
長
）
で
は
４
月
９

日
に
組
合
倉
庫
に

お
い
て
、
畳
材
料
の

春
の
展
示
即
売
会

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
展
示
即
売

会
は
産
地
問
屋
な

ど
の
協
力
を
得
て
、

設
立
以
来
、
毎
年
春

と
秋
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
当
日

は
畳
表
を
中
心
に

縁
や
諸
材
料
の
販

売
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

組
合
員
に
と
っ
て
は
、実
際
の
畳
表
を
品
定
め
し
な
が
ら
購
入
で
き
、

ま
た
、組
合
に
あ
る
共
同
購
買
の
在
庫
品
が
通
常
よ
り
も
割
安
で
購
入

で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、半
日
で
畳
表
1
4
0
0
枚
の
ほ
か
、2
5
0

万
円
近
い
売
上
が
あ
っ
た
。

　
河
村
理
事
長
は
、「
最
近
は
新
築
住
宅
の
減
少
や
和
室
の
減
少
に
よ

り
畳
需
要
も
減
っ
て
お
り
、組
合
の
主
要
事
業
で
あ
る
共
同
購
買
事
業

も
規
模
縮
小
し
て
い
る
が
、一
般
家
庭
の
畳
替
え
需
要
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
で
、販
売
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」「
新
聞
折
り
込
み
広
告
を

す
る
訪
問
販
売
業
者
の
営
業
攻
勢
が
あ
る
が
、自
然
素
材
が
注
目
さ
れ

て
い
る
現
在
、専
門
業
者
と
し
て
品
質
と
技
術
に
よ
り
差
別
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
畳
は
日
本
の
高
温
多
湿
の
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
世
界
に
類
の

な
い
独
自
の
住
宅
建
材
で

あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

な
ど
が
あ
る
と
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
最
近
は
自
宅

で
行
事
を
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
た
め
畳
替
え

を
す
る
家
庭
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
畳
表
の
裏

返
し
を
３
〜
５
年
、
表
替

え
を
５
〜
７
年
で
行
う
こ

と
で
畳
の
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
宅

で
も
畳
替
え
は
い
か
が
で

す
か
。

畳表を品定めする組合員

　
山
梨
県
化
粧
品
小

売
協
同
組
合（
西
山
武

夫
理
事
長
）
で
は
、
３

月
18
日
甲
府
市
内
に

あ
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
青
沼
」を
訪
問
し「
化

粧
を
通
し
て
笑
顔
で

い
き
い
き
と
し
た
毎

日
を
送
っ
て
も
ら
う

た
め
」メ
イ
ク
セ
ラ
ピ

ー
を
行
っ
た
。

　「
メ
イ
ク
セ
ラ
ピ
ー
」

は
、お
化
粧
を
す
る
こ

と
で
高
齢
者
の
精
神

的
活
性
化
を
も
た
ら

す
他
に
、介
護
士
が
高

齢
者
に
化
粧
を
施
す

こ
と
で
達
成
感
を
得
ら
れ
る
な
ど
、今
、話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
齢
を
重
ね
る
に
従
い
化
粧
し
て
出
か
け
る
機
会
は
少
な
く
、ま
し

て
病
気
な
ど
で
体
が
不
自
由
に
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
参
加
し
た
高
齢
者
は
、鏡
に
向
か
い「
め
だ
か
の
学
校
」を
歌
い
な
が

ら
顔
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
。次
い
で
、無
添
加
、無
香
料
の
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル

化
粧
品
「
キ
リ
ョ
ウ
」
を
使
っ
て
、
化
粧
水
、
乳
液
、
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
、ま
ゆ
を
描
き
、ほ
お
紅
、ご
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
一
生
懸
命
に
手

を
動
か
し
、最
後
に
口
紅
を
さ
し
た
。

　
最
初
は
無
表
情
だ
っ
た
高
齢
者
も
、口
紅
を
差
す
時
に
は
目
を
輝
か

せ
冗
談
も
言
う
よ
う

に
な
っ
た
。

　
介
護
士
に
「
き
れ
い

に
な
っ
た
ね
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、「
昔
は
、
も

っ
と
キ
レ
イ
だ
っ
た

の
よ
」
と
笑
い
声
や
お

喋
り
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　
こ
の
活
動
は
、「
組

合
設
立
10
周
年
と
女

性
部
５
周
年
を
記
念

し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

今
後
は
、
年
に
数
回
行

っ
て
い
き
た
い
。
」
と
、

渡
辺
真
弓
副
理
事
長

は
語
っ
た
。

口紅を挿してもらう高齢者

メイクセラピー風景

　
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会（
井
上
善
展
理
事
長
）

は
４
月
９
日
・
10
日
の
両
日
、

甲
府
市
の「
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
」

に
お
い
て
「
第
38
回
甲
府
ジ

ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
（K

o
fu

Jew
elry

�
F

air

２
０
０
９
）」

を
開
催
し
た
。

　
フ
ェ
ア
は
、
山
梨
県
内
の

有
力
ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
ー
カ
ー

な
ど
８
５
社
が
一
同
に
会
し

た
総
合
展
示
会
で
、
全
国
か

ら
宝
飾
品
メ
ー
カ
ー
や
流
通

業
者
な
ど
が
訪
れ
た
。
２
日

間
の
来
場
者
数
は
２，
２
３
０
人
、総
売
上
約
19
億
円
を
達
成
し
た
。

　
世
界
的
な
経
済
不
況
、国
内
経
済
も
先
が
見
え
な
い
中
で
、日
本
国

内
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
も
ま
た
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。こ
の
よ
う
な
中

で
、こ
の
展
示
会
は
、日
本
を
代
表
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
地
で
あ
る
山

梨
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
に
活
力
を
入
れ
、産
地
山
梨
を
全
国
に
発
信
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
山
梨
産
地
ブ
ラ
ン
ド「
Ｋ
ｏ
ｏ
│
ｆ
ｕ
」

は
、各
社
と
も
市
場
を
意
識
し
た
商
品
を
開
発
し
た
と
の
こ
と
で
、来

場
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
。

　
４
月
11
日
は
、信
玄
公
ま
つ
り
輝
き
の
祭
典『
大
宝
飾
展
』が
同
会
場

で
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
は
、世
界
有
数
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
地

で
あ
る
山
梨
を
広
く
一
般
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ

ェ
ア
」を
一
般
に
開
放
し
た
も
の
で
、出
展
各
社
の
商
品
や
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
、
総
額
約
２，
０
０
０
億
円
が
展
示
さ
れ
た
。
会
場
内
は
、
各

社
の
商
品
の
展
示
・
販
売
の
ほ
か
、

メ
ン
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
新
品
仕
上
げ
や
抽

選
会
も
行
わ
れ
、一
般
に
公
開
す

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
示
会
と
し
て

は
国
内
最
大
規
模
と
あ
っ
て
、２，

５
３
７
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。

　
ま
た
、第
22
回
ミ
ス
宝
石
コ
ン

テ
ス
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、応
募

者
１
３
４
名
の
中
か
ら
韮
崎
市

の
若
尾
綾
香
さ
ん
（
学
生
）
が
ミ

ス
宝
石
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。

テープカットを行う内藤会長夫人（中央）

会場風景



　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
加
盟
の
16
施
設
で
接
客
マ
ナ
ー

な
ど
を
１
年
間
研
修
し
て
き
た
中
国
・
山
西
省
太
原
旅
遊
職
業

学
院
の
46
名
の
研
修
生
に
１
次
受
入
機
関
で
あ
る
笛
吹
市
の

荻
野
正
直
市
長
よ
り
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　
研
修
生
は
、
日
本
語
や
挨
拶
な
ど
の
接
客
の
基
本
や
案
内
、

配
膳
、
見
送
り
な
ど
の
実
務
研
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
山
梨
県
内

の
観
光
地
の
見
学
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ワ
イ
ン
な
ど
の
地
場
産
業

の
生
産
現
場
の
見
学
に
加
え
、
県
外
の
観
光
地
の
研
修
も
行

っ
た
。

　
荻
野
市
長
は
、研
修
生
の
一
人
一
人
に
修
了
証
書
を
手
渡
す

と
と
も
に
、
研
修
生
の
代
表
に
定
額
給
付
金
を
手
渡
し
た
。
研

修
生
は
、
外
国
人
登
録
を
行
っ
て
お
り
、
笛
吹
市
内
で
寮
生
活

を
送
っ
て
い
る
た
め
、幸
運
に
も
給
付
金
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
荻
野
市
長
か
ら
の
「
笛
吹
市
内
で
お
土
産
を
買
っ
て

下
さ
い
。
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
、「
お
土
産
を
買
っ
て
帰

り
ま
す
」
と
応
じ
、
友
達
同
士
で
何
を
買
お
う
か
と
笑
顔
で
相

談
し
て
い
た
。

　
山
下
理
事
長
は
、「
１
年
間
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、１
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
笛
吹
市
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
協
力
に
よ
り
無
事
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
ま
た
、
石
和
温
泉
、
笛
吹
市
、
山
梨

県
や
日
本
の
良
さ
を
帰
国
後
に
多
く
の
人
に
伝
え
て
も
ら
い

た
い
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
研
修
生
の
賈
春
燕
さ
ん
は
、
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
の
心
や
日
本
人
の
勤
勉

さ
や
日
本
の
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
。
研
修
で
の
経
験
は
今
後

の
自
信
に
な
る
。
今
後
の
人
生
に
役
立
て
た
い
」
な
ど
と
、
豊

富
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
印
象
的
な
の
は
、
世
界
一
早
い
富

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
こ
と

と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
」と
語
っ
た
。

　
研
修
生
の
多
く
は
、帰
国
後
に
旅
行
関
連
の
仕
事
や
通
訳
と

し
て
活
躍
す
る
予
定
で
あ
り
、笛
吹
市
や
山
梨
県
へ
の
中
国
人

観
光
客
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。荻
野
市
長

は
、「
帰
国
後
に
一
人
で
も
多
く
観
光
客
を
送
客
す
る
こ
と
が
、

関
係
者
へ
の
一
番
の
恩
返
し
に
な
る
」と
期
待
を
述
べ
た
。

　
旅
館
組
合
で
は
、
関
係
者
と
と
も
に
「
笛
吹
市
国
際
観
光
振

興
協
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
研
修
生
の
受
入
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
打
合
せ
を
行
っ
て
き
た
。
22
日
に
は
、
地
域
住
民
を
招
待

し
、
今
後
も
地

域
住
民
と
研
修

生
や
外
国
人
観

光
客
と
の
交
流

が
円
滑
に
な
る

こ
と
を
願
い
、

文
化
交
流
を
兼

ね
た
お
別
れ
の

イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。

笑
顔
で
修
了
証
書
を
受
け
取
る

お
礼
を
述
べ
る
研
修
生

授与式参加者の記念写真

　官公需適格組合制度は、官公需の受注に際して中小企業者の自主的努力を支えるため「昭
和42年度中小企業に関する国等の契約の方針」に基づいて、国等が発注に際して中小企業者
の組合等の活用を積極的に行えるよう便宜を図るために制度化されたものです。
　官公需適格組合は、共同受注したものを完全に納入できる十分な体制・経営基盤が整備さ
れている組合として中小企業庁（山梨県の場合は関東経済産業局）が証明するものです。
　この証明を受けられる組合は、中小企業者が組合員である事業協同組合、企業組合、協業組
合等で以下の基準を満たしていることが条件になっています。
　官公需適格組合の証明を得ようとする組合は、官公需の共同受注にあたって、人材・財政的
に整備を行い、実施体制や今までの実績、組合の資産状況などを検討した上で申請書を作成
し、中小企業団体中央会の「内容事実確認」を受け、所轄の経済産業局に提出します。申請を受
けた経済産業局では「官公需適格組合証明基準」にのっとり事実確認を行い、証明基準に適合
した組合にのみ証明をすることになっています。

　このような組合が全国に860組合（山梨県内13組合）あります。
　業種では　物品関係：石油、繊維製品、印刷等………………………220組合（山梨県：1組合）
　　　　　　役務関係：設計、自動車整備、運輸、建物サービス等 …388組合（山梨県：9組合）
　　　　　　工事関係：土木、建築、管、造園等 ………………………252組合（山梨県：3組合）

　物品・役務関係の証明基準 
　　基準 1  組合運営が、組合員の協調裡に円滑に行われていること
　　基準 2  官公需の受注について熱心な指導者がいること
　　基準 3  常勤役職員が２名以上いること
　　基準 4  共同受注委員会が設置されていること
　　基準 5  役員と共同受注した案件を担当した組合員が連帯責任を
 負うこと
　　基準 6  検査員を置くなど検査体制が確立されていること
　　基準 7  組合運営を円滑に行うに足りる経営的収入があること

　工事関係の証明基準 （上記に加えて）
　　基準 8  共同受注事業を1年以上行っており相当程度の受注実績
 があること 
　　基準 9  工事１件の請負代金の額が1,500万円（電気、管工事等は 
 500万円）以上のものを受注しようとする組合は、常勤役 
 員が1名以上、常勤職員が2名以上おり、その役職員のうち 
 2名は受注しようとする工事の技術者であること
　　基準10 共同受注した工事の施工等について共同施工（自社施工） 
 又は分担施工（経常JV・乙型）の施工体制をとり、組合専従 
 技術者が工事を監理・監督・指導等をすると共に、総合的な 
 企画および調整を行う企画・調整委員会が現場ごとに設置 
 され、工事全体が契約通りに施工される体制があること



　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を
紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉
で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご
容赦下さい。

●■柏木先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

大学院　
医学工学総合研究部　准教授

　柏木 賢治  先生

■システム開発に至った経緯について教えて下さい。
　私は眼科医として、特に緑内障を専門分野として研究

を行っています。緑内障は特に中高齢期に発症し、自覚症

状が少ない、治療効果がわかりにくい、完治が難しい、治

療が一生涯に渡る、という特徴から早期段階での治療を

受けられない方や治療を中断する方が多い病気です。また、

専門医と一般眼科医が連携して診療を行うことが重要で

すが、専門医が少なく、連携体制が十分に整っていない状

況にありました。また、他の慢性疾患（高血圧、糖尿病、肝

炎など）も長期間の治療が必要な病気であり、同様の特徴

と問題があります。

　これら慢性疾患の適切な診療には過去の治療の経過が

重視されますが、担当医師や病院が変更されると、十分に

引き継がれず、不十分な診療情報で治療が行われたり、検

査が重複したりすることがあります。このことは、医療機

関、患者及び社会全体にとっても経済的不利益となります。

　したがって、医師だけでなく、看護師、薬剤師など医療

スタッフ及び患者自身、その家族、介護士など携わるすべ

ての方が診療情報を共有するためのインフラ整備が必要

と考えました。

　そこで、平成17年に、慢性疾患の患者がより適切で効率

的な診療を受けられることを目的として、大学病院をは

じめ地域の診療機関の医療関係者や自治体、コンピュー

タ通信の専門家が協力し、「慢性疾患診療支援システム（マ

イ健康レコードシステム）」を立ち上げました。

■慢性疾患診療支援システム（マイ健康レコードシステム）
とはどのようなものですか？

　このシステムはインターネットを利用し、診療情報を

各診療機関及び患者本人やその他治療に携わる方で共有

するもので、これまでの診療連携システムと比べて安価

で効率的であり、また、患者側の視点に立って作られてい

るという特徴があります。投薬情報、治療日記、診療日誌

をインターネットを介して患者が携帯するといったイメ

ージです。現在29の医療機関が登録、運用しており、山梨

をはじめ、東京、神奈川、長野において約1400名超の患者

が利用しています。現在対象としている疾患は、肝炎、糖

尿病、難聴、緑内障、その他眼科の疾患、慢性腎炎などとな

っています。

　慢性疾患の治療において、適切な診療、長期間の治療に

対するモチベーション維持のためには、医師、患者をはじ

め治療に係わるすべての人の診療経過や診療内容につい

ての理解が非常に重要です。そこで本システムは専門知

識のない方にも分かり易く必須性の高い情報に絞って共

有することとしています。

　医療機関では、他の医療機関での過去の治療記録を参

照でき、診療前の問診における治療経過の把握にかかる

時間を短縮でき、患者にあった適切な治療方法を選択で

きます。薬の処方についても投薬履歴などの共有情報を

利用することにより、その患者の病状に即した説明と処

方を適切に行えます。また情報共有による専門医療機関

と地域の一般の医療機関との診療連携により、高度医療

知識の普及、治療技術のボトムアップを図ることもでき

ます。

　ネットワーク上の診療データは患者が保有する個人認

証のカードにより、患者自らどこでも閲覧することが可

能となっており、これにより自身の診療内容が把握でき、

診療へのモチベーションを保つことができます。

■システムの今後の展開についてどのようにお考えです
か？

　このシステムは、慢性疾患などの診療支援において極

めて有効であり、また、効率的で経済的負担を軽減できる

公共性をもったものですので、利便性とセキュリティの

バランスを見ながら利用者及び参加医療機関を拡大しつ

つ、確実に継続、発展させていきたいと考えています。

　また、慢性疾患は日常で如何に患者自身が治療に取り

組むのかが重要です。現在は登録医療機関及びデータセ

ンターで行う情報入力を、患者も日々の経過（治療日記の

ような）を入力できるようにしたいと考えています。

　本システムの開発及び運営に対しての国の助成は平成

22年度までとなっており、今後の独立した継続運営のた

めには、システムを利用したことによる効果を積極的に

自治体等関係各所に公表していかなければなりません。

医療機関サイド、患者サイド双方のメリット、経済的効果、

社会的貢献度などの実績を明確にあらわす必要があると

思います。

　その他、例えば、会社の福利厚生の中で社員の健康デー

タの時系列管理やシステム利用者の救急外来時初期対応

における情報開示、遠隔医療にかかるハード開発など、こ

のネットワークシステムの様々な活用の可能性が考えら

れます。

　なお、5月には運営主体をＮＰＯ法人とする予定です。

当システムの詳細については、
http://www.manseisien.jp をご覧下さい。

　組合および会社、店舗などが直面している様々な課題の解決のために、専門
家（弁護士・税理士・社会保険労務士・大学教授・講師など）を活用した支援を行
います。

　　中央会が対象経費の2/3を補助いたします。（上限有り）

　　『個別専門指導事業』（総経費 ＠2万円～6万円程度）
　　　指導対象 s会員組合及び組合員企業

　　　指導内容 s専門家による個別相談、講習会、診断
　　　対象経費 s専門家謝金

　この支援の利用は、必ず組合の担当者にご相談ください。中央会にて審査の上、
専門家とともに計画・実施をお手伝いします。

　この事業では、組合や業界が直面する様々な課題のうち組合による取り組み
によって効果が期待できる「課題」について講習会・個別指導・視察研修・診断な
どと組み合わせながら、専門家によるアドバイスを受けることが出来ます。

1．対　象　専門家等を活用して直面する課題に取り組む組合

2．対象経費及び中央会負担額

 　　専門家謝金・資料代・会場借料などに要する経費の2/3

 　　（上限 150,000円）までは中央会が負担します。

3．実施完了期日　2010年１月末日までに事業完了

不況の今こそ、組合員の共通課題に取り組むチャンスです!! 
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　この事業は、企業等の退職者または近く退職を予定されてい

る方々を「新現役」と位置付け、新現役が持つ豊富な知識・技術・

経験を、経営戦略の見直しや販売力の強化、技術開発、人材育成

や生産性向上等の経営課題に取り組む中小企業の支援に活用す

ることを目的とし、活用企業とのマッチングを支援する事業です。

※マッチングした新現役人材の初回派遣費用（謝礼）につきまし

ては補助があります。

お問合せ先
山梨県中小企業団体中央会　新現役チャレンジ支援山梨事務局
〒400-0035 甲府市飯田2-2-1　　
　　　　　　 TEL055-236-3301　FAX055-236-3302
　●事業の詳しい説明はホームページもご覧下さい。　
　　http://www.shin-geneki-yamanashi.jp/

新現役チャレンジ支援事業のご案内

「新現役チャレンジ支援事業」活用の仕組み

主な専門分野・得意分野

様々な分野の有能な
人材が登録されています

新現役人材

経営課題を解決する
人材を必要とする

中小企業・
ベンチャー企業

支援依頼

大分類(活用分野）

①経営企画・戦略立案 

②海外展開・国際化

③情報化・ＩＴ活用 

④販売・ 
　マーケティング

⑤技術・製品開発

⑥生産管理 

⑦物流管理

⑧経理・財務管理 

⑨人事・労務管理 

⑩法律・特許 

⑪その他

中分類(活用分野の内容）

経営戦略の立案、新規事業の進出計画策定、後継者育成、環境対策、リス
ク管理、ビジネスプラン、企業間連携、事業承継、企業再生、ＩＰＯ・資金
調達

海外市場の開拓、工場移転、輸出入業務

経営情報システムの導入、新ソフトウエアの開発、イントラネットの整備、
セキュリティ対策、パソコンの有効活用

販路開拓、商品開発、市場調査、販売促進、ＣＩ、広告宣伝、店舗開発、多店
舗展開

新製品開発・設計、技術開発・点検・保守、固有技術

生産計画、工場内工程管理、品質管理、コスト削減、ＩＳＯ認証取得、小集
団活動、工場立ち上げ

製・配・販の一体化、流通コストの削減、倉庫管理、コンピュータ化

資金調達、資金管理、利益管理、原価管理、決算手続き、増資、監査、コンピ
ュータ会計　等

定年制、賃金・退職金、就業規則、社会保険、人材開発（社員教育・能力開発）、
派遣社員・パートの活用策、労働安全衛生管理、採用 

会社設立・分割・合併、企業法務全般、債権回収、特許・実用新案・商標出願、
知的財産権

購買管理、建築、不動産管理、観光振興、農林水産業振興、医療・福祉・介
護サービス、省エネルギー

山梨事務局
データベース

登録
人材紹介

　7月1日、平成21年経済センサス－基礎調査が
全国一斉に行われます。
　統計調査の結果は、地域開発や都市計画など
私たちの生活をより良くするために必要な基礎
資料になります。
　6月下旬から調査員がお伺いして直接調査票
を配布・回収する方法が主となりますが、一部に
ついては郵送等により行います。
　情報の保護には万全を期しておりますので、
安心してご協力をお願いします。

●総務省統計局　山梨県　市町村

～すべての事業所や企業が対象です～



　平成20年度中小企業組合検定試験(中小企業組合士)の

合格者が発表された。本県からの合格者は、平山三津枝さ

ん(山梨物流事業協同組合事務局職員)、の1名で、平山さ

んは昨年10月から11月にかけて実施した組合士受験対

策講習会を受講し、合格を目ざして取り組んできた。

　合格した平山さんは「今回の試験に合格した事により、

組合事務局として幅広く業務を行っていく自信がつきま

した。今後は、今まで以上に組合のために頑張っていきた

いと思います。」と抱負を述べていた。

　中小企業組合士は、組合はもちろん中央会、商工組合中

央金庫等それぞれの分野において活躍している。

　中央会では、一組合一組合士を目標に今年度も受験対策講習会を開催する予定です。

常 務
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大橋 准子 眞浦 正徳

　ちょっとお疲れ気味の方には、ほど良い連休だっ

たと思います。

連休が終わると、いよいよ組合の総会シーズン到来

となります。

　総会終了後には「決算関係書類」を認可庁へ提出す

ることとなっていますが、　議事録と併せて、お忘れ

のないようご提出下さい。

　詳しくは、紙面にも掲載していますので、ご確認を

お願します。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

　TEL 055-237-3215   FAX 055-237-3216

　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構

山梨障害者職業センター

①障害者雇用納付金の対象事業主が拡大されます
　　　常用雇用労働者：301人 a 101人以上へ
　　　目的：中小企業における障がい者雇用の促進を図る
②短時間労働が雇用率制度の対象になります
　　　週所定労働時間：20時間以上30時間未満 a 0.5カウント
　　　目的：長時間労働が困難な障がい者のニーズへの対応

●障がい者を雇用したいが仕事や配置はどうしたらいいか？
●雇用率を達成したいが良い方法はないだろうか？
●上司や同僚はどんな接し方をしたらいいのか？

山梨障害者職業センターにご相談下さい
ニーズに応じたさまざまなサービスを提供しています

情報を収集したい 好事例や制度情報の提供

職員の理解を得たい 社員向け研修の実施

仕事や配置を検討したい 職務再設計の提案

職場定着を図りたい ジョブコーチによる支援

休職者を職場復帰させたい リワーク支援

要点は?

対応は?

こんな　
ときは？
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〒400-0864　甲府市湯田2丁目17-14

電話 055(232)7069


